
令和5年度

笛吹市当初予算



歳入総額
396億3,051万

5千円

市税
90億2,225万7千円(22.8%)
対前年度2.8%

その他
46億6,137万7千円(11.8%)
対前年度15.0%

地方交付税
84億1,640万円(21.2%)
対前年度0.5%

国庫支出金
45億3,200万5千円(11.4%)
対前年度4.8%

市債
38億9,270万円(9.8%)
対前年度7.4%

繰入金
43億5,928万8千円(11.0%)
対前年度11.2%

分担金及び負担金
4億5,759万1千円(1.2%)
対前年度3.5%

地方消費税交付金
17億5,400万円(4.4%)
対前年度9.2%

県支出金
25億3,489万7千円(6.4%)
対前年度6.6%

歳出総額
396億3,051万

5千円

民生費
127億1,435万3千円(32.1%)
対前年度7.4%

その他
40億8,051万5千円(10.3%)
対前年度17.3%

総務費
55億5,000万5千円(14.0%)
対前年度7.7%

公債費
54億5,079万8千円(13.7%)
対前年度0.6%

農林水産業費
9億6,086万4千円(2.4%)
対前年度10.4%

消防費
18億524万8千円(4.6%)
対前年度35.4%

土木費
33億1,265万円(8.4%)
対前年度18.2%

衛生費
18億7,819万9千円(4.7%)
対前年度2.8%

教育費
38億7,788万3千円(9.8%)
対前年度15.8%

令
和
5
年
度 

一
般
会
計
予
算 

3
9
6
億
3
0
5
1
万
5
千
円（
前
年
度
比
1.
9
%
増
）

特
別
会
計
・
企
業
会
計
予
算 

　
特
別
会
計
や
企
業
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う

場
合
に
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
を
行
う
会
計
で

す
。

会計区分 5年度予算額 対前年度比
 特別会計 165億8,589万7千円 2.2%↓

国民健康保険特別会計 76億252万5千円 6.7%↓
介護保険特別会計 69億9,210万2千円 3.2%↑
後期高齢者医療特別会計 17億7,146万6千円 2.8%↓
農業集落排水特別会計 5,970万4千円 15.8%↑
笛吹市境川観光交流センター特別会計 7,569万1千円 1.7%↓
森林経営管理特別会計 1,764万2千円 4.4%↑
財産区 6,676万7円 1.8%↓

 企業会計 65億5,601万円 3.6%↓
水道事業 29億1,396万7千円 3.0%↓
春日居地区温泉給湯事業 8,118万8千円 7.2%↓
公共下水道事業 35億2,992万9千円 4.1%↓
簡易水道事業　 3,092万6千円 10.2%↑

歳出（性質別）
※経費を人件費や物件費などの性質によって分類

区　分 予算額 構成比（対前年度）

義
務
的
経
費

人件費
議員や委員の報酬、職員の給与や諸手当に使われる費用

56億5,568万5千円 14.3%
（1.0%↑）

扶助費
社会福祉や老人・児童福祉などに使われる福祉的な経費

73億2,349万1千円 18.5%
（3.2%↑）

公債費
市債の返済にかかる費用

54億5,079万8千円 13.8%
（0.6%↑）

184億2,997万4千円 46.6%
（1.8%↑）

投
資
的
経
費

普通建設補助
国から補助を受けて実施する道路や学校などの施設建設にかかる費用

15億8,670万1千円 4.0%
（46.4%↓）

普通建設単独
市独自の財源で実施する建設事業にかかる費用

30億1,558万5千円 7.6%
（39.0%↑）

46億228万6千円 11.6%
（10.3%↓）

そ
の
他

繰出金
一般会計から特別会計へ国の基準に基づき繰り出す費用

27億6,967万2千円 7.0%
（1.0%↑）

物件費
消費的性格を持つ市の経費に使う費用（旅費・消耗品など）

69億7,642万円 17.6%
（10.0%↑）

補助費
各種団体に交付する補助金や負担金などの費用

28億7,820万円 7.3%
（5.0%↓）

その他
その他費用

39億7,396万3千円 9.9%
（12.7%↑）

165億9,825万5千円 41.8%
（6.1%↑）

※その他の内訳

商工費 5億9,579万1千円 対前年度5.0%

議会費 2億2,138万4千円 対前年度11.3%

労働費 1,520万8千円 対前年度23.4%

諸支出金 31億1,813万2千円 対前年度23.8%

予備費 1億3,000万円 前年度同額

笛
吹
市
は
今
年
度
、ど
ん
な
こ
と
に
お
金
を
使
う
の
？

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
な
ど
が
、令
和
5
年
度
中
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
3
9
6
億
3
0
5
1
万
5
千
円
。
前
年
度
と
比
べ
て
、

7
億
4
9
9
2
万
円（
1.
9
%
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、落
ち
込
ん
で
い
た
景
気
回
復
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、市
税
に
つ
い
て
は
、前
年
度
か
ら
2
億
4
8
6
4
万
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
、令
和
4
年
度
の
実
績
を
鑑
み
、6
億
円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
増
額
要
因
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
増
額
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
基

金
積
立
金
が
6
億
79
万
円
増
の
31
億
2
3
2
万
2
千
円
、
子
供
す
こ
や
か
医
療
費
助
成
事
業
に

3
億
3
4
1
1
万
1
千
円
、石
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
工
事
に
1
億
4
5
1
1
万
8
千
円
を
計
上
す

る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
経
費
と
し
て
2
億
5
5
0
6
万
4
千
円
を
計
上
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

用
語
の
説
明

民生費 子育て、高齢者、障がい者などの福祉に支
出される経費

総務費 庁舎の管理、徴税、戸籍事務などの経費

公債費 市債の返済にかかる経費

教育費 小中学校、社会教育などの経費

土木費 市道、河川、公園などの経費

衛生費 健康増進、環境保全などの経費

消防費 消防、救急、消防団などの経費
農林水
産業費 農業振興、農道整備などの経費

商工費 観光振興、中小企業の支援などの経費

議会費 議会の運営などの経費

予算科目（目的別）の説明

自
主
財
源

市　税 皆さんから笛吹市に納めていただく税金です。

分担金及び負担金 事業にかかる経費の一部を受益の程度に応じて利用者に負担してい
ただいているお金です。

繰入金 歳入不足や特定の目的を達成するため、各種基金（貯金）から取り崩
してお金を使います。

使用料及び手数料等 市の施設の利用や証明書を発行する際にいただくお金等です。
178億7,391万3千円（45.1%）

依
存
財
源

地方交付税 皆さんが国に納めた税金の一部が、地方公共団体の財政状況などに
応じて配分されます。

市債 事業を実施するために、国や金融機関から借り入れるお金です。
国県支出金 国や県から、特定の目的を達成するために交付されるお金です。

その他税・交付金 皆さんが国や県に納めた税金の一部が、地方譲与税などとして交付
されます。

217億5,660万2千円（54.9%）

※経費を福祉や教育などの行政サービスの目的ごとに分類

歳出（目的別）

歳　入
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ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
応
援
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
0
0
万
円

長
寿
支
援
課

新　

規

　
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
や
趣
味

活
動
な
ど
を
行
う
団
体
の
立
ち
上
げ
に
対

し
補
助
金
を
交
付
し
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

8
3
5
万
円

長
寿
支
援
課

新　

規

　
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て
、

75
歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
要

介
護
1
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
の

み
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
を
対

象
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ワ
ン

コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
際
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

学
校
ト
イ
レ
洋
式
化
検
討
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
万
円

教
育
総
務
課

　
児
童
生
徒
に
快
適
な
教
育
空
間
を
提
供

す
る
た
め
、
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
進
め
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
早
期
に

実
現
す
る
手
法
と
し
て
、
リ
ー
ス
方
式
を

採
用
し
ま
す
。

～こころ豊かに暮らせるまち～

ハートフルタウン笛吹

幸せ実感
人のみがきあげ

1

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育
て
で

き
る
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
で
の
支
え
合
い
を
大
切
に
、
誰
も
が
住

み
な
れ
た
場
所
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
希
望
を

持
ち
活
躍
で
き
る
環
境
を
通
じ
て
、
心
身

と
も
に
健
全
で
、
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
し

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

「
幸
せ
実
感
　
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

御
坂
学
童
保
育
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

1
億
9
5
2
5
万
円

子
育
て
支
援
課

新　

規

　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

御
坂
中
央
弓
道
場
を
解
体
し
、
跡
地
に
新

た
な
学
童
保
育
室
施
設
の
建
設
を
行
い
ま

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
税
18
歳
以
下

均
等
割
減
免
事
業

再　

掲

障
害
者
基
本
条
例
制
定
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
万
円

障
害
福
祉
課

新　

規

　
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
共
生

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
障
害
者
支
援
に
つ
い
て
の
基
本
理

念
や
市
の
責
務
な
ど
を
包
含
し
た
障
害
者

基
本
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業

再　

掲

特
殊
詐
欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
取
付
費
用

補
助
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

74
万
円

長
寿
支
援
課

　
高
齢
者
が
特
殊
詐
欺
の
被
害
に
あ
う
こ

と
を
防
止
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
居
宅
電

話
機
に
、
特
殊
詐
欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
を
取

り
付
け
る
際
に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま

す
。

御
坂
中
学
校
校
舎
等
改
築
事
業

・
・
・
・
・
・
・

3
億
1
0
5
万
円

教
育
総
務
課

　
御
坂
中
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
、
校
舎
本
体
や
部
室
棟
の
改
築
工
事
や

柔
剣
道
場
の
改
修
工
事
を
実
施
し
、安
全
・

安
心
な
学
校
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
校
舎
お
よ
び
柔
剣
道
場

の
設
計
業
務
、
部
室
棟
の
改
築
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

学
校
給
食
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

1
2
9
3
万
円

学
校
教
育
課

新　

規

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
児
童
生
徒
に

他
の
児
童
生
徒
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
の
給
食

を
食
べ
る
機
会
を
提
供
し
、
給
食
時
間
を

安
全
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
が
図
れ

る
よ
う
、
給
食
調
理
場
内
に
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
除
去
食
調
理
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

し
ま
す
。

笛
吹
市
御
坂
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

2
億
3
5
3
0
万
円

生
涯
学
習
課

新　

規

　
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
改
修
し
、
老
朽
化
し
た
御
坂
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
移
転
し
ま

す
。

す
。

　
令
和
5
年
度
は
、旧
施
設
の
解
体
、建
設

に
係
る
設
計
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

芦
川
地
区
学
童
保
育
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
7
9
万
円

子
育
て
支
援
課

新　

規

　
芦
川
地
区
に
お
い
て
、
学
童
保
育
を
実

施
す
る
た
め
、
芦
川
小
学
校
屋
内
運
動
場

の
一
部
を
学
童
保
育
施
設
に
改
修
し
ま

す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
設
計
業
務
を
実
施
し

ま
す
。

石
和
第
一
保
育
所
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

5
0
5
3
万
円

保
育
課

新　

規

　
園
舎
の
老
朽
化
が
著
し
い
石
和
第
一
保

育
所
を
令
和
7
年
度
に
建
て
替
え
を
す
る

た
め
、用
地
の
取
得
を
実
施
し
ま
す
。

私
立
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

2
億
1
5
2
5
万
円

保
育
課

　
児
童
が
安
全
・
安
心
な
保
育
環
境
で
成

長
過
程
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

私
立
保
育
園
な
ど
が
実
施
す
る
園
舎
の
新

築
・
改
修
に
対
し
て
、そ
の
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
7
5
万
円

生
涯
学
習
課

　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
市
民
の
皆
様
が
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味

を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
や
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
指
導
や
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
。

多
目
的
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

4
2
4
4
万
円

政
策
課

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
多
目
的
芝
生
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
施
設
の
基
本
設
計
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
万
円

障
害
福
祉
課

新　

規

　
児
童
の
発
達
に
つ
い
て
悩
み
を
抱
え
た

家
族
へ
の
支
援
や
市
内
に
あ
る
障
害
児

に
関
わ
る
施
設（
事
業
所
）へ
の
援
助
、
助

言
を
行
う
た
め
、「
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
市
内
へ
の
開
設
に
向
け
た
検
討

を
行
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
住
宅
取
得
補
助
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

5
1
1
5
万
円

企
画
課

　
子
育
て
世
帯（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

が
い
る
世
帯
）で
新
規
に
住
宅
を
取
得
す

る
予
定
の
方
に
対
し
て
、
笛
吹
市
へ
の
移

住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
18
歳
以
下

均
等
割
減
免
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

1
6
3
6
万
円

国
民
健
康
保
険
課

新　

規

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
未
就
学
児
を
対
象
と
す
る
均
等
割
保

険
税
の
5
割
軽
減
を
、
18
歳
ま
で
拡
大
し

ま
す
。

重 点 事 業重 点 事 業

令
和
5
年
度

重
点
事
業
の
紹
介

　
令
和
5
年
度
に
お
い
て
も
重

点
事
業
を
選
定
し
、
こ
れ
ら
の

事
業
を
中
心
に
市
政
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
第
二
次
笛
吹
市
総
合
計
画
に

掲
げ
た
将
来
像「
ハ
ー
ト
フ
ル

タ
ウ
ン
笛
吹
～
優
し
さ
あ
ふ

れ
る
ま
ち
～
」の
実
現
の
た
め

に
、3
つ
の
基
本
目
標「
幸
せ
実

感
　
こ
こ
ろ
豊
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
」「
幸
せ
実
感
　
に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」「
幸
せ
実
感
　

1
0
0
年
続
く
ま
ち
」を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
3
つ
の
基
本
目
標
の

施
策
体
系
に
沿
っ
て
重
点
事
業

を
紹
介
し
ま
す
。
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重 点 事 業重 点 事 業

安
全
、安
心
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り

地
区
防
災
計
画
、
わ
が
家
の
災
害
時

行
動
計
画
策
定
支
援
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

5
8
8
5
万
円

防
災
危
機
管
理
課

　
行
政
区
ご
と
に
災
害
時
に
お
け
る
役

割
分
担
や
、
避
難
行
動
に
関
す
る
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は「
土
砂
災

害
警
戒
区
域
」に
該
当
す

る
上
芦
川
、新
井
原
、中
芦

川
、
鶯
宿
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
、「
地
区
防
災
計
画
」

の
策
定
を
支
援
し
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

9
1
0
2
万
円

防
災
危
機
管
理
課

　
避
難
所
を
運
営
す
る
際
に
、
避
難
生
活

で
必
要
と
な
る
物
品
を
迅
速
に
避
難
者
に

供
給
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
各
指
定
避

難
所
の
近
く
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備

し
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
ま
す
。

防
災
関
連
計
画
策
定
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

３
１
８
２
万
円

防
災
危
機
管
理
課

　
笛
吹
市
地
域
防
災
計
画
の
改
訂
を
は
じ

め
、
関
連
す
る
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

作
成
し
広
く
周
知
す
る
こ
と
で
、
国
内
外

の
観
光
客
誘
致
を
図
り
ま
す
。

新
道
峠
展
望
台
環
境
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

1
億
4
2
0
6
万
円

観
光
商
工
課

　
令
和
3
年
7
月
に
完
成
し
た
新
道
峠
展

望
台「
F
U
J
I
Y
A
M
A
ツ
イ
ン
テ
ラ

ス
」の
周
辺
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、令

和
5
年
度
は
、
す
ず
ら
ん
群
生
地
駐
車
場

に
観
光
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

多
目
的
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

検
討
事
業

再　

掲

実
り
豊
か
な
ブ
ラ
ン
ド

農
林
業
づ
く
り

果
実
盗
難
防
止
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2
3
3
万
円

農
林
振
興
課

新　

規

　
果
実
盗
難
へ
の
対
策
と
し
て
、
圃
場
へ

の
セ
ン
サ
ー
シ
ス
テ
ム（
監
視
シ
ス
テ
ム
）

を
開
発
し
、
農
業
経
営
体
が
安
心
し
て
生

産
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
自
覚
し
力
を
合

わ
せ
、と
も
に
考
え
、と
も
に
行
動
し
持
続

可
能
な
地
域
活
動
を
実
現
す
る
協
働
に
よ

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
市
の
行
財
政
基
盤
は
、
財
政
的
に
も
人

事
的
に
も
弾
力
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
行
政
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
健
全
で
身
の

丈
に
あ
っ
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
調
和
し

た
都
市
と
し
て
の
姿
を
今
後
も
保
ち
、
災

害
や
犯
罪
等
の
不
安
な
く
、安
全
・
安
心
に

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
通

じ
て
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め「
幸
せ
実
感
　
1
0
0
年
続
く
ま
ち
」

を
目
標
と
し
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た
土
地
利
用
を

推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り

市
道
1
━

5
号
線
・
市
道
1
━

8
号
線

道
路
改
良
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

1
0
5
0
万
円

土
木
課

新　

規

　
都
市
計
画
道
路
を
見
直
し
、
代
替
路
線

と
し
て
、
市
道
1
─

5
号
線
お
よ
び
1
─

8

号
線
を
拡
幅
整
備
し
ま
す
。

～にぎわいわふれるまち～

ハートフルタウン笛吹

幸せ実感
産業のみがきあげ

2

　
地
域
の
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
や
観
光
業
の
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
起
業
の
促
進
や

企
業
誘
致
を
推
進
し
、雇
用
の
確
保
、多
様

な
働
き
方
が
展
開
さ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
内
外
の
人
々
が
盛
ん
に
行

き
交
い
、
本
市
の
産
業
が
活
性
化
す
る
こ

と
で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

た
め「
幸
せ
実
感
　
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
」を
目
標
と
し
ま
す
。

再
び
訪
れ
た
く
な
る

ま
ち
づ
く
り

世
界
農
業
遺
産
認
定
活
用
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

6
1
1
万
円

観
光
商
工
課

新　

規

　
令
和
3
年
7
月
に
、
峡
東
地
域
の
果
樹

農
業
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を

定
し
、災
害
時
に
お
け
る
市
の
初
動
対
応
、

業
務
、受
援
事
項
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
高
度
化
事
業

・
・
・
・
・
・

2
億
9
3
3
3
万
円

防
災
危
機
管
理
課

新　

規

　
災
害
情
報
を
迅
速
に
か
つ
、
正
確
に
伝

達
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
防
災
行
政
無

線
シ
ス
テ
ム
の
一
部
を
入
れ
替
え
る
ほ
か
、

各
種
情
報
発
信
媒
体
へ
の
一
斉
配
信
シ
ス

テ
ム
や
防
災
ア
プ
リ
を
導
入
し
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

1
2
4
万
円

防
災
危
機
管
理
課

新　

規

　
市
内
各
所
に
設
置
し
て
あ
る
防
犯
カ
メ

ラ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
捜

査
機
関
へ
迅
速
に
情
報
提
供
を
行
い
、
犯

罪
抑
止
に
つ
な
げ
、
安
心
し
て
暮
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

個
別
避
難
計
画
策
定
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

2
0
6
6
万
円

福
祉
総
務
課

新　

規

　
災
害
時
、
避
難
に
支
援
を
必
要
と
す
る

方
に
つ
い
て
の
、避
難
場
所
、避
難
経
路
な

ど
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
個
別
避
難
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
円
滑
な

避
難
に
つ
な
げ
ま
す
。

農
業
保
険
加
入
補
助
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

5
1
8
万
円

農
林
振
興
課

新　

規

　
自
然
災
害
や
盗
難
被
害
を
受
け
た
際
に

保
険
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
収

入
保
険
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
、
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

笛
吹
市
農
業
塾
推
進
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

8
4
0
万
円

農
林
振
興
課

　
相
談
や
支
援
を
求
め
る
農
業
経
営
体
の

た
め
の
総
合
窓
口
と
し
て
、
笛
吹
市
農
業

塾
を
設
置
し
、
農
業
経
営
体
が
抱
え
る
諸

問
題
の
解
決
を
図
り
、
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
経
済
づ
く
り

石
橋
産
業
導
入
地
区
基
盤
整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

1
億
2
3
6
7
万
円

観
光
商
工
課
・
土
木
課
・
水
道
課
・
下
水
道
課

　
石
橋
産
業
導
入
地
区
内
の
市
道
・
上
下

水
道
を
整
備
し
、
基
盤
整
備
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、企
業
立
地
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

空
き
店
舗
活
用
促
進
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

7
2
0
万
円

観
光
商
工
課

新　

規

新
山
梨
環
状
道
路
関
連
道
路

整
備
事
業

・
・
・
・
・
・

5
億
6
3
1
7
万
円

土
木
課

　
新
た
に
建
設
さ
れ
る
新
山
梨
環
状
道
路

に
側
道
を
整
備
し
、
周
辺
地
域
の
活
性
化

お
よ
び
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
共
同
運
用
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

0
万
円

指
令
課

新　

規

　
高
度
な
消
防
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
た
め
、
複
数
の
消
防
本
部
に
よ
る

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
共
同
運
用
を
行
い

ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

市
営
温
泉
施
設
改
修
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

8
2
8
万
円

市
民
活
動
支
援
課

新　

規

　
市
営
温
泉
み
さ
か
の
湯
、
も
も
の
里
温

泉
に
つ
い
て
、
建
設
か
ら
20
年
以
上
経
過

し
、
施
設
全
体
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
憩
い
の

場
と
し
て
、安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ

う
、改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
地
域
の
に
ぎ
わ
い
、
活
力
を
創
出
す
る

た
め
、
市
内
空
き
店
舗
へ
の
新
規
出
店
希

望
者
に
対
し
、
店
舗
改
修
経
費
な
ど
に
か

か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

移
り
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

・
・
・
・
・
・

18
億
6
4
9
0
万
円

企
画
課

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
額
を
増
や
す
だ

け
で
な
く
、
笛
吹
市
に
関
係
す
る
人
を
増

や
し
、市
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
、観

光
な
ど
か
ら
移
住
・
定
住
へ
と
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

～100 年続くまち～

ハートフルタウン笛吹

幸せ実感
基盤のみがきあげ

3

　
市
民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
の
促
進

と
、
そ
れ
を
行
政
が
支
え
る
体
制
を
構
築

す
る
中
で
、
市
民
、
団
体
、
事
業
者
、
行
政
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ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

本
市
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、

「
人
の
み
が
き
あ
げ
」

「
産
業
の
み
が
き
あ
げ
」「
基
盤
の
み
が
き
あ
げ
」

を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
と
す
る
な
か
で
、

市
民
や
事
業
者
な
ど
、
本
市
に
関
わ
る
方
々
と
行
政
が
、

こ
こ
ろ
を
一
つ
に
合
わ
せ
、
共
通
認
識
を
深
め
た
上
で
、

協
働
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
が
予
想
さ
れ
、

本
市
の
財
政
運
営
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
で
、

人
や
財
源
な
ど
の
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に

活
用
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
本
市
は
こ
う
し
た
方
向
性
に
沿
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

重 点 事 業

個
別
避
難
計
画
策
定
事
業

再　

掲

将
来
を
見
据
え
た

行
財
政
づ
く
り

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・
・

3
9
4
万
円

戸
籍
住
民
課

新　

規

　
戸
籍
住
民
課
証
明
発
行
窓
口
に
お
い

て
、
各
種
証
明
書
の
発
行
手
数
料
の
支
払

い
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
来
庁
者
の
利
便
性
を
図
り
ま

す
。

窓
口
業
務
D
X
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

5
3
8
1
万
円

戸
籍
住
民
課

新　

規

　
住
民
異
動
手
続
き
時
に
、
来
庁
者
が
届

出
書
を
記
入
せ
ず
に
手
続
き
が
で
き
る
、

住
民
異
動
受
付
支
援
シ
ス
テ
ム
と
戸
籍
証

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
、市
民
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

通
学
路
緊
急
対
策
事
業

・
・
・
・
・
・
・
・

2
0
0
0
万
円

土
木
課

新　

規

　
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
通

学
路
合
同
点
検
の
結
果
や
小
中
学
校
か
ら

の
改
善
要
望
を
基
に
、
危
険
箇
所
の
改
善

を
行
い
ま
す
。

新
山
梨
環
状
道
路
関
連
道
路

整
備
事
業

再　

掲

都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業

・
・
・
・
・
・

1
億
2
6
3
0
万
円

ま
ち
づ
く
り
整
備
課

新　

規

　
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
を
快
適

に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
、
公
園
施
設
の

長
寿
命
化
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
八
代
ふ
る
さ
と
公
園

の
遊
具
更
新
を
行
い
ま
す
。

市
民
が
起
点
、地
域
社
会
を

支
え
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

地
区
防
災
計
画
、わ
が
家
の

災
害
時
行
動
計
画
策
定
支
援
事
業

再　

掲


